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登壇 

 
司会：お集まりいただきありがとうございます。これより株式会社プレイド、2025 年 9 ⽉期第 3
四半期決算説明会を⾏います。本⽇の説明には、将来の⾒通しに関する説明が含まれています。こ
ちらのご注意をよくお読みください。 

プレゼンテーション終了後、Q&A セッションがございます。Q&A フォームをご⽤意しております
ので、随時テキストでご質問いただいても構いません。本⽇は執⾏役員 VP of Finance の⾼橋より
ご説明いたします。 

それでは開始いたします。⾼橋さん、よろしくお願いいたします。 

⾼橋：よろしくお願いいたします。それでは私より、2025 年 9 ⽉期第 3 四半期実績について、ご
報告申し上げます。
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まずは、業績のサマリーでございます。 

 

Q3 の連結売上⾼は、前年同期⽐ 17.5%成⻑の 32 億 8,800 万円で着地いたしました。Q3 累計の前
年同期⽐成⻑率は連結が 22%、プレイド単体は 23.2%でございます。 

Q4 の売上⾼も、相応に積み上がる⾒込みでございますので、通期の売上⾼は、業績予想におおむ
ね沿った形で着地する⾒通しでございます。 

特に、プレイド単体におきましては、注⼒しております ARR1,000 万円以上の顧客者数の増加と単
価の向上が引き続き続いておりまして、戦略が有効に機能しております。 

グループ会社につきましても、売上が順調に増加しておりまして、特に、サブスクリプション売上
⾼にフォーカスいたしますと、これまで成⻑率が 40%程度で推移していたところ、この Q3 は 50%
を超える⽔準まで加速してきておりますので、こちらもポジティブに捉えております。 

連結の売上総利益率は、72.4%でございました。KARTE と PLAID ALPHA の合計に当たります
KARTE 領域の売上総利益率は 74.7%でございまして、引き続き安定した⽔準で推移しておりま
す。 

連結の調整後営業利益は、4 億 300 万円で着地いたしまして、前年同期⽐ 177.8%成⻑と Q3 も⼤
幅な増益となっております。 

5 ⽉に上⽅修正いたしました連結の調整後営業利益の年度予想が 14 億 9,000 万円であることに対
しまして、Q3 の累計は、13 億 9,000 万円まで積み上がっております。 
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Q4 の調整後営業利益は、成⻑投資の拡⼤によりまして、Q3対⽐で⾒ると減益となる⾒込みでござ
いますが、年度累計で⾒ますと、業績予想の 14 億 9,000 万円は⼀定程度超えてくる⾒通しでござ
います。 

併せて、この表には載せておりませんで、決算短信のほうに載せておりますが、調整前の⽇本会計
基準の営業利益も同様でございまして、年度予想 12 億 3,100 万円に対しまして、Q3 の累計実績が
12 億 4,300 万円となっておりまして、こちらも年度予想を超えて着地する⾒通しでございます。 

連結のパートの詳細についてご説明申し上げます。
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まずは、トップラインでございます。 

 

連結の売上⾼は、前年同期⽐ 17.5%成⻑の 32 億 8,800 万円、ARR は前年同期⽐ 20.2%成⻑の 114
億 2,800 万円で着地しております。 

Q3 のサブスクリプション売上⾼は、Q2対⽐ 1 億 6,000 万円の純増となりました。Q4 も Q3 と同
程度の純増額となる⾒込みでございますので、安定的に推移してございます。 

サービスコンサル売上は、Q2 の季節需要の落ち着きによりまして、QonQ では減少しております
が、Q3 までの累計で⾒ますと、前年同期⽐で着実に成⻑しております。特に、KARTE の利⽤⾼度
化に向けた伴⾛⽀援をリカーリングのモデルで⾏っております PLAID ALPHA、こちらは年度を通
して、⼒強く売上規模を拡⼤させておりますので、引き続きプロダクトとともに強化を進めてまい
ります。 

サブスクリプション売上、サービスコンサル売上ともに、Q4 も相応に積み上げることができる⾒
込みでございますので、通期累計の売上⾼は、おおむね想定どおりの⽔準で着地する⾒通しでござ
います。
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続きまして、売上総利益率でございます。 

 

連結の売上総利益率は 72.4%でございまして、引き続き安定しております。 

KARTE 領域の売上総利益率は 74.7%で着地いたしました。Q2 で増えました外注費が減少したこと
によるものでございます。 

PLAID ALPHA は、受注プロジェクトの内容によっても外注費が増減いたしますので、KARTE 領
域の売上総利益率は、四半期単位で⽐べますと、多少ぶれが出てくるかなというふうに思っており
ますが、基本的には、年度累計の売上総利益率が⽬標としております⻑期財務モデルの⽔準、この
範囲に⼊るように、全体としてコントロールしてまいります。
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今、ご覧いただいているのが販管費でございます。 

 

連結の販管費は、Q2対⽐で約 5,000 万円増加いたしまして、20 億 4,900 万円となりました。 

プレイド単体を中⼼に採⽤が進んだことに加えまして、開発など、各種の外注費を増加させたこと
によるものでございます。この濃い⾚のグラフの部分が増えているのが、外注費の増加ということ
でございます。Q4 も Q3から相応に販管費は増加する⾒込みでございます。 

⼈材採⽤がさらに進捗するほか、後段のビジネスアップデートでも触れさせていただきますが、当
社が主催するマーケティングイベントを先⽉実施しておりますので、それに伴って、広告宣伝費が
増加する予定でございます。
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こちらが連結の従業員数でございます。 

 

Q3末の従業員数は、Q2対⽐で 13名増の 502名となりました。プレイド単体が 12名、グループ
会社で 1名の増員となっております。Q4 もさらに採⽤が進む予定でございますので、年度末は、
合計で 520名程度で着地する⾒通しでございます。
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調整後営業利益でございます。 

 

Q3 の連結の調整後営業利益は、4 億 300 万円の着地となりました。 

Q2対⽐で⾒ますと、サービスコンサル売上において、季節需要が落ち着いたことならびに販管費
を増加させたことによりまして減益となっておりますが、前年同期⽐では⼤幅な増益となってお
り、収益⼒が⼤きく向上しております。 

Q4 の調整後営業利益につきましては、先ほど来、申し上げておりますが、イベント開催費⽤を中
⼼とする販管費の増加を予定しておりますので、それに伴って、Q3対⽐で減少する⾒込みでござ
いますが、通期の業績予想 14 億 9,000 万円を⼀定上回って着地する予定でございます。
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連結のバランスシートでございます。 

 

Q3末のネットキャッシュは、年⼀括払いの⼊⾦が多くございまして、14 億 1,200 万円と⼤幅に増
加しております。 

ネットキャッシュ、⾃⼰資本⽐率ともに安全な⽔準を維持しており、収益⼒の向上に伴って、今後
も厚みが増していく⾒込みでございます。
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続いて、プレイド単体およびグループ会社でございます。 

 

プレイド単体の売上⾼は、前年同期⽐ 18.6%成⻑の 30 億 1,500 万円、ARR は、前年同期⽐ 16.2%
成⻑の 98 億 1,200 万円で着地しております。 

サブスクリプション売上は、Q2対⽐で約 1 億円の純増となりました。Q4 も Q3 と同⽔準、あるい
は、ややプラスの純増となる⾒通しでございます。 

サービスコンサル売上につきましては、STUDIO ZEROにおいて、Q2 の季節需要の落ち着きなど
もございましたが、PLAID ALPHA が好調に推移しており、サービスコンサル売上全体としては、
5 億 9,700 万円と着実に規模を拡⼤させております。 

連結と同様になりますが、Q4 も順調な積み上がりを予定しておりますので、通期の着地は、おお
むね想定どおりになるかと思っております。
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こちらが ARR の成⻑の分解でございます。 

 

ARR16.2%成⻑のうち、新規の顧客獲得が 9.3%、既存顧客との取引拡⼤が 6.9%となっており、Q3
末⽉の NRR は 106.9%でございました。 

NRR につきましては、安定的に推移はしてございますが、私どもは、現在、エンタープライズ企
業に対する注⼒する戦略を取っておりますので、本来的には NRR はもっと引き上げていく必要が
あるというふうに考えております。 

ARR1,000 万円以上のお客様の NRR というのは、過去からの平均が 115%前後となっておりますの
で、本来的には、それに向かって右肩上がりのトレンドを作っていきたいということでございま
す。 

他⽅で、⾜元のデリバリー体制の観点で申し上げますと、新規の顧客獲得ですとか、アップセル、
クロスセルに加えまして、現在でいうとプロフェッショナルサービス、あるいは、グループ会社プ
ロダクトのクロスセル、今年度は、さらに料⾦改定もございました。こういった様々な営業活動を
全て両⽴できる⼗分な体制が、今、既に整っているかと申し上げますと、まだそこは改善できる点
が多いかなというふうに思っております。 

体制の強化につきましては、⼈員の拡充ですとか、あるいは、育成を通じた⼀⼈⼀⼈のスキル向
上、オペレーションの改善、いずれもが重要であると思っておりますので、それらの取組を来期に
かけてしっかりと⾏っていき、NRR の向上、そして、売上成⻑の加速を実現できる状態を作って
いきたいというふうに考えております。
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こちらが顧客社数と⽉額単価の分解でございます。 

 

ARR1,000 万円以上の顧客者数は、前年同期⽐プラス 25 社の 228 社、⽉額単価が前年同期⽐ 23 万
円増加の 298 万 5,000 円ということでございまして、引き続きエンタープライズ企業との取引が
拡⼤してございます。 

この ARR1,000 万円以上の取引を期待できるエンタープライズ企業群、つまり、私どもがターゲッ
トとしている企業群は、約 2,500 社程度ございまして、それに対して、ARR1,000 万円以上の社数
が現在 228 社ということで、浸透率は 10%未満という状況でございますので、引き続きここの社
数の増加ならびに単価の向上に努めてまいりたいと思っております。
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こちらのスライドが Q2 でもお出しさせていただきました ARR1,000 万円未満の顧客者数に関する
スライドになります。 

 

左側のグラフが ARR1,000 万円未満の新規と解約、それによる社数の増減を⽰したグラフになって
おります。下に伸びておりますグレーが解約でございますが、契約更新が最も多いこの Q3 におき
ましても、解約の社数というのは、昨年の Q3 に⽐べて遜⾊ない⽔準となっておりますので、料⾦
改定がございましたが、それによって解約の社数が⼤幅に増えているなどは、事実としてございま
せん。 

新規の顧客獲得、アップセル、クロスセルともに、エンタープライズ企業群との取引にリソースを
寄せている結果、ARR1,000 万円未満の顧客者数が減少しているというのが、今の構造ということ
になりますが、前のスライドでも申し上げたとおり、エンタープライズ企業との取引の浸透率とい
うのはまだまだ低く、拡⼤余地が⼤きいと考えておりますので、当⾯は、このエンタープライズ企
業との取引の拡⼤にフォーカスしてまいりたいというふうに考えております。
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従業員数の推移でございます。 

 

Q3末のプレイド単体の従業員数は、各部⾨の採⽤がまんべんなく進みまして、前四半期⽐ 12名
増の 376 名で着地いたしました。Q4 も採⽤がしっかりと進み、年度末の従業員数は約 15名ほど
増えまして、390名程度で着地する⾒込みでございます。 

他⽅で、右側のグラフのとおり、⼀昨年から従業員 1⼈当たりの売上⾼が、ややハイペースに向上
し続けているというふうに捉えております。短期視点で⾒ますと、利益率の向上につながっている
ということで、ポジティブに捉えておりますが、NRR のスライドに申し上げたことと関係いたし
ますが、売上成⻑の加速と利益率の向上を従業員の負荷も含めて、適切な事業運営の下で両⽴して
いくためには、⼀定程度、体制も厚くしていく必要があるというふうに考えておりますので、来年
度にかけて、採⽤は引き続きしっかりと⾏っていきたいというふうに思っております。
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調整後営業利益でございます。 

 

プレイド単体の Q3 の調整後営業利益は、5 億 5,100 万円でございまして、前年同期⽐で⼤幅な増
益でございます。調整後営業利益率は 18.3%と、Q3 も 20%程度の⽔準で着地いたしました。 

Q4 は繰り返しになりますが、イベントの費⽤の計上などもございますので、Q3 に⽐べると、やや
下がるかなというふうに思っておりますが、通期で⾒ると、年度予想を上回ってくるかなというふ
うに思っております。
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グループ会社の業績でございます。 

 

売上⾼は、前年同期⽐ 26.9%成⻑の 4 億 8,300 万円で着地いたしました。 

サービスコンサル売上が EmotionTechにおける Q2 の季節需要の落ち着きもございまして、前四
半期⽐で減少しておりますが、⼀⽅で、サブスクリプション売上、こちらが RightTouch、アジト
が⼤きく牽引いたしまして増加しております。 

グループ会社全体の売上で占めるサブスクリプションの売上、こちらが⾮常に⾼まってきておりま
すので、徐々に、この四半期ごとの PL のボラティリティというのも安定してくるだろうというふ
うに考えております。
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続きまして、ビジネスアップデートでございます。 

 

⼀つ⽬は、当社が開催いたしましたマーケティングのイベントでございます。 

先⽉、東京ミッドタウンにて「XDIVE」いうイベントを開催させていただきました。左下にござい
ますが、「AI 時代の価値創造を再定義する」ということをテーマにいたしまして、官⺠双⽅の第
⼀線で活躍される合計 1,000名以上の⽅々にご来場いただいたイベントとなっております。 

現在、AI によって、ビジネスの在り⽅、届け⽅が⼤きく変わろうとしておりますが、⾜元におき
ましては、AI を導⼊すること⾃体が⽬的になってしまっている⾵潮が少なからず存在してきてい
るな、出てきているなというふうに感じております。 

私どもといたしましては、AI はあくまで⼿段でございますので、本質的に重要なのは、AI を活⽤
することで、ほかにはない独⾃の価値をどう⽣み出していくか、ここにあるというふうに考えてお
ります。 

このイベントについては、企業がエンドユーザーですとか従業員から選ばれ続けるために、独⾃の
価値をどう創造するのか、そのためにどう変⾰し、挑戦し続けるのか、そこにフォーカスを当てた
ということになっております。
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こちらが当⽇のアジェンダの⼀部でございますが、各業界を牽引するトップティア企業の役員、あ
るいは CXO、そして、弊社の有⼒なパートナー企業の皆様がデータと AI を⽤いて、どのような変
⾰に挑戦しているかについてご紹介いただき、それに基づいてディスカッションを⾏ってまいりま
した。 

プレイドは創業以来、エンドユーザー⼀⼈⼀⼈の⾏動をリアルタイムに解析、可視化して、企業の
皆様が極めて⾼い解像度でエンドユーザーを理解できる状態にすると、そのためのデータ環境の構
築にこだわって、事業をこれまで進めてまいりました。 

私どもの最⼤の強みであります、そのユニークな 1st Party Customer Data の基盤が、AI を⽤いる
ことで、より扱いやすく、より価値を発揮できる状態に進化しようとしております。データを活⽤
した顧客体験の創造という⽂脈におきまして、⾼いプレゼンス、事例を発揮していくことで、共創
パートナーとしての認知を獲得して、さらなるトップラインの成⻑につなげていきたいというふう
に考えております。
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⼆つ⽬ですが、直近 1 年におけるプレイド単体の事業の振り返りでございます。 

 

NRR をもっと⾼めていくことは可能であり、ぜひともそうしていきたいという話を先ほど申し上
げましたが、この 1 年を振り返ったときのハイライトならびに今後に向けたアップサイドと改善点
というのをご説明させていただければなと思っております。 

まず、上段 KARTE、つまり、プロダクトの販売から申し上げますと、サブスクリプション売上の
Q3 の累計が前年同期⽐ 19.4%の成⻑ということで、着実に成⻑しております。昨年度から、エン
タープライズフォーカスの戦略を明確にうたっておりますが、その中でも、どこの業界を、どうい
ったシナリオで開拓していくのかなどの戦略が洗練されたことに加えまして、パイプラインの管理
の強化ですとか、あるいは、エンタープライズ企業を担当するセールスカスタマーサクセスの育成
プログラムの充実などが進捗いたしました。 

また、今年度は、Q2 の 2025 年 1 ⽉ 1 ⽇から料⾦改定も順次⾏っておりますが、価値実感向上に
向けたこれまでの継続的な活動が奏功しておりまして、解約が増加することなく、かつ、想定より
もいい形で、お客様に改定の応諾をいただけているという状況でございますので、その点もハイラ
イトかなというふうに思っております。 

徐々にではございますが、KARTE のデータと AI を掛け合わせた事例化も進んでおり、ここもポジ
ティブに捉えております。 

他⽅で、⼀番右側の列ですね。取り組み⽅針、今後の課題、アップサイドという意味では、いずれ
も、これ、まだまだ途上ということでございまして、⾼度化が必要であるというふうに思っており
ます。 
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財務パートでも申し上げましたが、やはり新規の顧客獲得、アップセル、クロスセル、グループ連
携、料⾦改定など、全てを両⽴させて、⾼い成⻑率を実現していくという上では、陣容をより厚く
いたしまして、オペレーションの改善も含めた体制の強化が必要であるというふうに考えておりま
すので、その点、しっかりと取り組む必要があると思っております。 

それ以外にも、パイプラインの創出につながるマーケティング活動と営業活動の連動をもっと⾼め
る必要があるというふうに思っておりますし、また、先ほど来、申し上げているデータ×AI とい
うのは、今後のプレイドにおける新たな成⻑ドライバーになると考えておりますので、そこに向け
た各種の取組も推進してまいります。 

次が下段のプロフェッショナルサービスについてですが、こちらは、やはり上流から下流までを包
括的に⽀援するような、エポックメイキングな事例が増えてきたというのが最⼤のハイライトかな
と思っております。 

過去の決算説明会でも、幾つかご紹介させていただいておりますが、KARTE の運⽤⽀援のみなら
ず、マーケティング戦略の⽴案といった上流から⼊り込む事例が増えてございます。プレイドとい
えば、データ×AI、⽂脈で価値をともに作れるパートナーであるという認知を獲得していく上で
も、こういった事例を増やすことが重要であると考えております。 

また、デリバリーの安定性が改善したという点も、この 1 年のポジティブな進捗かと思っておりま
す。急激に売上が増加していったことに対して、供給がなかなか追いついていないという状況が続
いておりましたが、⼈員の拡充、パートナーの開拓、そして、オペレーションの改善、それぞれを
進めたことによりまして、供給⼒がだいぶ安定したかなというふうに思っております。 

今後につきましては、右側の列にございますが、ターゲット企業をより明確にして、1 社当たりの
取引額の拡⼤に注⼒してまいりたいと思っております。供給⼒⾃体は、だいぶ安定してまいりまし
たが、より効果的に、そして、より効率的に事業拡⼤させていくために、リソースの⾒直し、適正
化は進めていく必要があると思っておりますので、ここに注⼒してまいります。 

同時に、提供価値も⾼めていく必要があると思っております。特に、現在では、KARTE各プロダ
クトへの AI の実装を進めておりますので、プロフェッショナルサービスも、当然、それにアライ
ンして、プロダクトとの相乗効果を発揮し続けられる状態を作っていきたいと思っております。 

全体といたしまして、エンタープライズフォーカスを掲げて、約 2 年が経過しようとしており、そ
こに向けた体制整備がしっかりと進んできてはいるものの、完成度としては、またまだ低い状況か
と思っておりますので、体制の強化によるこのアップサイドのポテンシャルというのは、⾮常に⼤
きいと感じております。 

外部環境で申し上げますと、データと AI という追い⾵もございますので、デリバリーの体制をし
っかりと⾼度化させていき、⼒強い成⻑を⽬指してまいりたいというふうに考えております。
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こちらが、最後に総括でございます。 

 

⼀つ⽬でございます。 

売上⾼と利益創出を両⽴する、いわゆるクオリティグロースが着実に進んでおります。エンタープ
ライズ企業との取引が全体の成⻑を牽引しておりまして、売上⾼の増加によって、利益成⻑も着実
に進んでいる状況でございます。 

⼆つ⽬は、エンタープライズフォーカスの戦略の⾼度化に向けた体制強化を進めるということでご
ざいます。 

ビジネスアップデートで申し上げたとおりでございますけれども、この約 2 年、体制の整備という
のは、ある程度進んでまいりましたが、その⾼度化の余地はまだまだ⼤きいと考えております。し
っかりと必要な⼈員を拡充し、その上でオペレーションの改善も進めまして、効率化を図ってい
き、それによって、売上成⻑の加速と持続的な⽣産性の向上、利益率の向上を⽬指していきたいと
いうふうに考えております。 

三つ⽬は、データ×AI におけるプレゼンスの向上に向けた活動に注⼒するということでございま
す。 

やはり、KARTE に蓄積されておりますデータは、極めてユニークであるというふうに⾃負してお
りますので、そのデータに AI を掛け合わせるということは、今後の当社の強い成⻑ドライバーに
なるだろうと思っております。 
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実際、幾つか事例も出てきておりますが、絶対数として、まだまだ少ないと思っておりますので、
マーケティング、プロダクト開発、デリバリー、この全⽅位的に強化いたしまして、この領域にお
けるプレゼンスを向上してまいりたいというふうに思っております。 

11 ⽉に Q4 の通期の決算ありますが、このデータ×AI で、プレイドがどういった成⻑の戦略を考
えていくのか、その辺りもご案内できればなというふうに思っております。 

本⽇、Q3 決算に関する私からの説明は以上となります。ご清聴、誠にありがとうございました。 

司会：ご清聴ありがとうございました。以上をもちまして、株式会社プレイド、2025 年 9 ⽉期第
3 四半期決算説明会における、われわれからのご説明のセッションを終わります。 
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質疑応答 

 

司会：ご質問がありませんでしたので、これにて、株式会社プレイド、2025 年 9 ⽉期第 3 四半期
決算説明会を閉会いたします。皆様、お忙しい中、お集まりいただきましてありがとうございまし
た。  
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免責事項 

本書き起こしの⼀部には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうした記述は、将来の業 
績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は環境の変化など 
により、実際の結果と異なる可能性があることにご留意ください。 
 
本書き起こしに関して、当社は細⼼の注意を払っておりますが、内容に誤りがあった場合や、第三 
者によるデータの改ざん、データダウンロード等によって⽣じた障害等に関し、事由の如何を問わ 
ずに⼀切責任を負うものではありません。また、本書き起こしに誤りが含まれている場合、通知な 
しに内容の変更を⾏うことがあります。 


